
 

こ
の
研
修
は
、
３
回
連
続
の
リ
モ
ー

ト
会
議
で
、
１１
月
６
日(

土)

に
第
１
回

目
に
参
加
し
ま
し
た
。
『
中
国
の
近
現

代
史
を
学
び
現
在
の
中
国
の
問
題
点

を
考
え
る
』と
題
し
て
井
上
久
士
会
長

の
報
告
で
、
中
国
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。
私
な
り
の
気
づ
き
を
二

つ
紹
介
し
ま
す
。 

① 

中
国
が
大
き
な
国
土
が
あ
り
な
が

ら
、
台
湾
や
尖
閣
諸
島
等
の
覇
権
や

今
日
の
支
部
長
・
事
務
局
長
研
修

会
の
意
義
に
つ
い
て
、
１
つ
は
百
年
に
一

度
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
時
期
で
あ
る

こ
と
。
２
つ
は
中
国
が
ア
メ
リ
カ
を
追
い

ぬ
い
て
世
界
一
の
経
済
大
国
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
た
え
ず
指
導
力
量
の
改

善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

井
上
会
長
の
講
演 

 

近
隣
と
よ
い
関
係
を
作
る
た
め
に
は

隣
人
を
尊
重
す
る
が
必
要
で
す
。 

最
近
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
中
国
の

７
割
が
日
本
に
つ
い
て
よ
く
な
い
感
情

を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
日

本
は
過
去
の
戦
争
に
つ
い
て
謝
罪
や
反

省
を
し
て
い
な
い
と
思
う
と
答
え
て
い

る
人
が
多
い
。 

 

中
国
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

と
、
民
族
主
義
と
い
う
点
で
は
国
民

党
と
共
産
党
は
似
て
い
る
。 

台
湾
は
捨
て
ら
れ
た
民
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
い
る
。
日
清
戦
争
の
戦
後

賠
償
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
の
植
民
地

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

私
た
ち
日
本
人
が
沖
縄
に
対
し
て

と
っ
て
い
る
態
度
を
改
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
中
国

に
、
台
湾
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
、

日
本
を
見
習
え
と
言
え
る
。 

 

な
ぜ
蒋
介
石
が
日
本
へ
の
賠
償
を

放
棄
し
た
の
か
。
彼
の
道
徳
的
な
考
え

方
と
、
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
。

「
恨
み
に
報
い
る
に
徳
を
も
っ
て
す

る
。
」と
い
う
言
葉
が
中
国
に
は
あ
る
。 

周
恩
来
の
道
徳
観
、
撫
順
で
の
戦

争
捕
虜
に
対
す
る
態
度
も
同
じ
で
あ

る
。 中

国
の
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
考
え

方
、
９０
年
代
の
ほ
う
が
自
由
だ
っ
た
感

じ
が
す
る
。
今
は
息
苦
し
く
な
っ
て
き

た
。 香

港
問
題
に
つ
い
て
日
中
友
好
協

会
と
し
て
何
が
で
き
た
の
か
、
何
を
し

な
か
っ
た
の
か
。
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。 少

な
く
て
も
戦
争
だ
け
は
さ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

追
い
込
ま
れ
、
武
力
を
使
う
人
は
い

る
。
そ
こ
ま
で
追
い
込
ん
で
は
い
け
な

い
。
台
湾
の
人
は
良
く
分
か
っ
て
い
る
。 

 す
み
や
か
に
独
立
は
、
６
・
６
％
に
す

ぎ
な
い
。
す
み
や
か
に
独
立
が
台
湾
世 

論
の
１
割
を
越
え
た
こ
と
は
な
い
。 

台

湾
民
衆
の
８５
・
４
％
は
、
基
本
的
に
現

状
維
持
で
あ
る
。 

統
一
指
向
派
は
、

６
・
９
％
で
あ
る
。
（
現
状
維
持
後
に
統

一
５
％
、
す
み
や
か 

に
統
一
１
・

９
％
） 

統
一
指
向
派
は
最
近
減
少
し

て
い
る 

領
土
に
こ
だ
わ
る
の
か
？ 

中
国
は
太
古
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
覇
者

で
あ
り
な
が
ら
、
近
代
に
は
国
力
不

足
の
た
め
日
本
や
西
洋
の
列
強
に
占

領
さ
れ
た
屈
辱
的
な
経
緯
が
あ
り
、

国
力
を
つ
け
て
き
た
今
、
世
界
制
覇

と
い
う
よ
り
は
何
と
か
元
に
戻
そ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。 

② 

台
湾
と
中
国
の
軍
事
衝
突
に
つ
い
て 

世
間
で
は
、
今
に
も
台
湾
と
中
国
が 

戦
争
し
そ
う
な
報
道
が
飛
び
交
っ
て
い

る
が
、台
湾
の
人
た
ち
は
そ
れ
ほ
ど
焦
っ

て
お
ら
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
す

ぐ
に
独
立
し
た
い
人
よ
り
も
今
の
状
態

を
保
ち
た
い
人
の
方
が
多
数
派
の
よ
う

で
す
。
ま
た
、
中
国
政
府
を
非
難
し
煽
る

こ
と
で
、
軍
事
衝
突
を
招
く
の
は
、
日
中

不
再
戦
を
願
う
我
々
日
中
友
好
協
会
と

し
て
は
、
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。 

以
上
で
す
。 

 

次
回
は
、
１１
月
１３
日(

土)

１０
時

か
ら
１３
時
で
、
『
国
民
レ
ベ
ル
の
日
中

友
好
運
動
の
役
割
を
明
ら
か
に
す

る
』
と
題
し
て
、
矢
崎
光
晴
事
務
局

長
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。 

 

カレンダー販売にご協力ください！ 

 

 2022 年度カレンダー、岡山支部の販売目標は 200

部です。 

現在 160 部配布しています。 

残りは 40 部です。11 月 20 日現在の販売入金額は 80

部 96000 円です。同封のチラシを活用して完売しま

しょう。 

カレンダー販売の連絡先は小林の携帯までお願いい

たします。小林 090 8240 2001 です。よろしく 
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真
田 

今
の
国
民
の
気
持
ち
が
総

選
挙
に
表
れ
て
い
た
。
大
阪
府

連
の
鵜
飼
さ
ん
が
司
会
。 

理
事
長
の
松
尾
さ
ん
（
福
岡

県
連
）
の
発
言
。
今
日
は
井
上

会
長
に
よ
る
「中
国
の
近
現
代

史
を
学
び
、
現
代
の
中
国
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う

講
演
で
す
。 

支
部
長
・
事
務
局
長
研
修
会
第
１
回
目
に
参
加
し
て 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１１
月
２９
日
（月
）午
前
１０
時
半
か
ら 

民
主
会
館
１
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

 

小林 

竹内袈 

『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
祈
り
』
の
作
者
で

も
あ
り
、
２
０
１
５
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
作
品
は
証
言
文
学
と
よ
ん
で

も
よ
い
作
品
で
、
感
情
の
歴
史
を
描
い

て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
序
文 

で
、
彼

女
は
「
人
間
は
戦
争
よ
り
ず
っ
と
大
き

い
」と
書
い
て
い
ま
す
。 

聞
き
取
り
対
象
は
、
狙
撃
兵
か
ら

電
話
交
換
手
、
看
護
師
（
最
も
多

い
）
、
料
理
係
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

し
か
し
兵
士
と
し
て
の
階
級
は
大
尉
ま

で
で
す
。 

 

１１
月
７
日
日
曜
日
に
京
山
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
、
標
記
の
研
究
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
が
大

変
気
に
な
り
、
そ
の
内
容
に
は
期
待
す

る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
報
告
者

は 

難
波
達
興
さ
ん
で
し
た
。 

最
初
に
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ

ェ
ー
ヴ
ィ
チ
『
戦
争
は
女
の
顔
を
し
て
い

な
い
』
の
紹
介
で
す
。
彼
女
は
１
９
４
８

年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
生
ま
れ
の
女
性
で
す
。

１
９
７
８
～
１
９
８
５
年
、
５
０
０
人
を

超
え
る
女
性
兵
士
か
ら
の
戦
争
体
験

聞
き
取
り
の
証
言
集
で
す
。
彼
女
は

使
っ
た
。 

国
防
婦
人
会
で
活
躍
し
た
女
性
た

ち
の
言
い
分
、
家
庭
で
は
、
姑
に
支
配

さ
れ
て
居
場
所
が
な
い
、
国
防
婦
人

会
に
は
居
場
所
が
あ
っ
た
。 

女
性
兵
士
創
出
の
比
較
歴
史
研
究

ー
日
本
・ソ
連
・ア
メ
リ
カ 

日
本
：
１
９
４
５
年
６
月
の
「
義
勇
兵

役
法
」
の
な
し
崩
し
的
成
立
。
沖
縄
戦

か
ら
本
土
決
戦
へ
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を
圧
倒
す
る
局
面

で
、
「
幻
の
女
性
兵
士
と
な
る
」
「
即
決

戦
戦
略
思
想
」 

ソ
連
：
戦
士
と
し
て
実
戦
配
備
さ
れ

た
女
性
兵
士
。
ソ
連
軍
全
体
の
８
％
を

女
性
兵
士
が
占
め
る
。
質
的
に
も
量

的
に
も
ソ
連
軍
は
突
出
。
「
長
期
戦
戦

略
思
想
」 

ア
メ
リ
カ
：
兵
士
性
を
期
待
さ
れ
な

か
っ
た
。
後
方
支
援
任
務
に
職
務
が
限

定
。
「長
期
戦
戦
略
思
想
」 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
話
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真
田
紀
子 

 

１５
年
戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー 

１１
月
研
究
会 

戦
争
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
「女
性
兵
士
」問
題
と
銃
後
の
女
性 

 

武
器
を
持
っ
て
戦
っ
た
女
性
の
多
さ

（
８０
万
～
１
０
０
万
人
）は
、
ソ
連
軍
の

特
徴
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
本
を
小
梅
け
い
と
さ
ん

が
漫
画
に
し
て
い
ま
す
。KA

DOKAWA

か

ら
第
１
巻
・
２
巻
が
出
て
い
ま
す
。
（
左

に
掲
載
） 

１６
、
１７
、
１８
の
少
女
た
ち
が
前
線

に
立
つ
、
こ
れ
を
漫
画
に
す
る
と
若
い

人
の
目
に
も
届
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ど
う
し
て
ソ
連
に
女
性
兵
士
が
多

い
の
か
？
独
ソ
戦
は
地
上
戦
だ
か
ら
で

は
な
い
か
。
し
か
し
、
沖
縄
も
地
上
戦

だ
け
ど
、
女
性
兵
士
は
い
な
い
。
沖
縄

で
も
最
後
は
女
性
も
駆
り
出
さ
れ
て

い
る
。 

ソ
連
が
共
産
主
義
で
あ
る
か
ら
か
？ 

 

国
家
と
社
会
に
は
す
き
ま
が
あ
る
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
あ
る
。 

女
性
兵
士
を
否
定
す
る
の
な
ら
、
男

性
兵
士
も
否
定
す
る
必
要
が
あ
る
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
従
軍
看
護
婦
、
生
死
の

境
を
生
き
延
び
た
の
に
、
国
か
ら
の
恩
給

は
支
給
さ
れ
な
い
。
男
に
は
軍
人
恩
給
が

支
給
さ
れ
る
の
に
、
ど
う
し
て
か
？
こ
れ

は
、
召
集
状
と
召
集
令
状
の
違
い
で
、
招

集
状
は
拒
否
で
き
る
が
、
令
状
は
拒
否
で

き
な
い
。
国
家
か
ら
の
命
令
で
す
か
ら
。

こ
れ
に
よ
り
最
後
ま
で
恩
給
は
出
な
い
。 

従
軍
看
護
婦
さ
ん
の
話
し
、
満
州
で

も
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
時
に
は

生
理
が
と
ま
っ
て
い
た
が
病
院
に
派
遣
さ

れ
て
生
理
が
再
開
し
た
。 

収
容
所
で
の
話
し
、
生
理
の
時
、
ソ
連

兵
か
ら
新
聞
を
貰
っ
て
、
水
に
濡
ら
し
て


